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長かった 42 日間の夏休みも終わり，学校が再開しました。この夏季休業中には，新型コロナウ

イルスの感染が急拡大し，後半には 1 日当たりの新規感染者数も過去最多を更新するなど，医療現

場の逼迫についても懸念される状況となっています。そのような中ではありますが，夏季休業中は

大きな事故もなく，それぞれのご家庭において，熱中症対策も含め子どもたちの生活を温かく見守

っていただき，ありがとうございました。夏季休業日明けの感染拡大防止対策もひき続きお願いい

たします。朝夕は虫の声も聞こえ，涼しさも感じられるようになってきました。生活のリズムを取

り戻すと共に，前期末テストに向け計画的に学習に取り組み，1 学期の学習の成果を十分発揮して

ほしいと思います。

8 月 8 日猛暑の中，JA アグリあなん陸上競技場で市中学校陸上競技大会が開催されました。選

手や補員のみなさんが，それぞれの持ち場で一生懸命に活躍してくれた結果であると思います。

9月1日は 防災の日

1923年9月1日に発生した関東大震災にち

なんだもので，この日を含む1週間を防災週

間としています。日頃より備えをし，災害の

未然防止と最小の被害で済むようにすること

が何よりも大切です。今月は台風シーズンと

も重なり，温暖化による台風の大型化も心配

されています。この機会にご家庭におかれま

しても，防災用品の確認や緊急時の避難行動

について，話し合っていただけると幸いです。

ほんの些細なことが，様々な要因を引き

起こした後，非常に大きな事象につながる

ことがある，という意味です。

8月15日に，日本は第77回目の終戦の日

を迎えました。しかし，世界に目を向ける

と，先の見えない戦禍の中で命を落として

いる人たちが大勢います。

私たち一人ひとりが主体的に考え，どの

ような行動をすることが，遠く離れた場所

で，好転するきっかけを生み出すことにつ

ながっていくのでしょうか・・


